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連
携
し
て
相
互
に

発
展
し
ま
し
ょ
う

藤
香
会
副
会
長
　
毛
屋
　
一黒
明

藤
香
会
は
明
治
二
十
四

年
初
代
福
岡
市
長
山
中
立

木
氏
の
尽
力
で
発
足
し
ま

し
た
。
一
昨
年

一
二
〇
周
年

を
迎
え
、菩
提
寺
で
あ
る
崇

福
寺
の
黒
田
家
墓
所
に
記

念
碑
を
建
立
し
、
一
六
代
黒

田
家
当
主
長
高
様
を
お
迎
え
し
て
除
幕
式
を
行

い
ま
し

た
。
毎
年
、
黒
田
家

の
ご
遺
徳
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

古
き
良
き
も
の
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に
多
く
の
行

事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
私
は
、
昨
年
度
か
ら
中
島
前
理
事

の
後
を
受
け

て
市
民
の
会
理
事

に
就
任
し
ま
し
た
が
、
藤
香
会
と
福

岡
城
市
民
の
会

（略
称
）
は
相
互
に
協
力
し
合

っ
て
発
展

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

理
事
会
で
平
成
二
十
三
年
度
及
び
平
成
二
十
四
年
度

の
事
業
計
画
を
拝
見
し
て
、
市
民
の
会

で
は
理
事
や
会

員
が

一
九
と
な

っ
て
、
ど
ん
た
く
舞
台
、
観
月

の
宴
、
観

桜

の
宴
、
史
跡
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
、
歴
史
観
光
市
民
大

学
、
福
岡
城

の
整
備
、
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
、
発
足
以
来
地

道
に
、
発
展
的
に
事
業
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
「
福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
」
が
城
内

に

設
置
さ
れ
、
古
地
図
や
再
現
模
型
を
通
じ
て
、
福
岡
城
を

身
近
に
、
楽
し
く
体
験
で
き
る
施
設
が
出
来
ま
し
た
。
広

大
な
石
垣
が
残
る
福
岡
城
跡
に
名
城
を
復
活
さ
せ
、
観

光
客
の
誘
致
と
回
遊
性
を
高
め
福
岡
市

の
ラ
ン
ド

マ
ー

ク
に
す
る
第

一
歩
が
出
来
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
「
ど
ん
た
く
舞
台
」
も
そ
の
横

の
目
立

つ
広

場
に
設
営
さ
れ
、
五
月
四
日
に
は
黒
田
長
高
様
ご

一
家

を
お
迎
え
し
て
、
「
ど
ん
た
く
松
囃
子
」
も
古
式
通
り
に

上
の
橋
か
ら
入
場
し
ヨ

東

一
本
」
の
儀
式
も
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
［藤
香
会
］
や
「
黒
田
奨
学
会
」
な
ど
関
係

団
体
と
の
連
携
も
密
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応

じ
て
運
営
で
き
れ
ば
相
互
に
発
展
で
き
る
も

の
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。



総会報告

開催日時 平成 24年 6月 14日 (木 )
14時～ 16時

開催場所 福岡市中央区赤坂 1‐ 16‐5
読売新聞西部本社 lF
よみうリプラザ

審議事項

1号議案 平成 23年度事業報告に関する件
2号議案 平成 23年度貸借対照表及び活動計算書に関

する件

3号議案 平成 24年度事業計画に関する件
4号議案 平成 24年度活動計算書 (予算)に関する件

報告事項

平成 24年度事業計画及び同活動計算書 (予算)の策定
後に次の事項が生じたので その経緯を報告する。

(1)「福岡城むかし探訪館」について

(2)建設弘済会の平成 24年度公益事業による支援助
成事業について

(3)博多どんたくの実行予算について
5月 28日 (月 )の理事会を経て総会が開催され、無事終了したこと
を会員の皆様にご報告します。

詳細につきまして質疑事項がございましたら当会へお尋ねください。
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【第2号議案、第4号議案の活動計算書】
平成23年度実績及び平成24年度予算
(金額単位 :千円)

鵞P聰慇Å 橿爾城市民の金 欝艤国纏禽開かれ機
平成24年 6月 14日開催の第8回総会に於いて下記の事項が承認されました。

=″ =・・・・
,・‐

範囲及び天藪 (千 日)

ぃ一み
別
年 螂

は
鉦

(2)そ の他の事業

定款の事業名 事業内容

-1

【第 3号議案】平成 24年度事業計画に関する件
平成 24年度には、どんたく舞台、観月の宴及び観桜の宴等イベント事業や、福岡歴史観

光市民大学の実施等、従来からの事業に加え、昨年度から当会が事務局になっている「新 し

い公共J支援事業「福岡城 鴻臆館の将来に向けた市民参加プロジェクトJの 2年 目事業に、
より内容を充実して取 り組む。また福岡市が計画している「福岡城むかし探訪館Jの受託

業務に当会が代表団体となり、構成団体と共同企業体を組み精力的に対応する。

本年度は NPO承認 7年 目を迎え、心新たに多岐に亘る活動に活発に取 り組んでいく。

事業の実施に関する事項

(1)特 定非営利活動に係る事業

(2)そ の他の事業

23年度実績 24年度予算

受取寄付金

観桜の宴

どんたく舞台

「新たな公J古へ官道

史跡探訪

受取利息

雑収入

観桜の宴

どんたく舞台

観月の宴

福岡城むかし探訪館支援

機関誌

管理費

非収益控除額

控除後の正味財産増加額

福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学

５
期
生
を
迎
え
て

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
た

一
〇
四
人

の
受
講
生
は
、
福
岡
市
に
眠
る
文
化
遺

産
、
伝
統
工
芸
、
芸
能
を
中
心
に
先
人

が
遺
し
た
貴
重
な
財
産
を
、
先
生
方
の

豊
富
な
知
識
、
経
験
に
基
づ
き
こ
れ
ら

を
活
用
す
る
た
め
、
各
講
座
を
熱
心
に

受
講
中
で
あ
り
ま
す
。
居
眠
り
、
私
語

は
絶
無
、
質
問
内
容
は
レ
ベ
ル
高
く
大

学
で
講
義
中
の
先
生
方
を
感
激
さ
せ
る

教
室
風
景
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

「当
日
の
み
受
講
生
」
も
多
く
参
加
さ

れ
、
福
岡
郷
土
史
講
座
と
し
て
の
ス
テ
ー

タ
ス
は
益

々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
お
り

ま
す
。
先
生
と
、
受
講
生

の
皆
さ
ん
の

熱
意
に
添
え
る
よ
う
事
務
局

一
同
も
努

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

担
当
　
津
田
慶

一



千
代
町

「崇
福
寺
」

大
変
に
古
い
禅
寺
で
二
つ
の
顔
を
持

つ

禅
寺
と
し
て
歴
史
を
有
す
る
古
刹
で
あ
る
。

正
式
に
は
横
嶽
山
崇
福
寺
と
称
し
、
臨

済
宗
大
徳
寺
派
に
属
す
る
禅
寺
で
す
。

今
か
ら
七
七
〇
年
前
の
仁
治
元
年

（
一

二
四
〇
）
、
大
宰
府

の
横
嶽
に
建
立
さ
れ

た
お
寺
で
あ
る
。

当
時
の
名
僧
で
あ

っ
た
随
乗
房

・
湛
慧

が
建
て
、
そ
の
翌
年
の
仁
治
二
年
に
は
中

国
の

「宋
」
か
ら
帰

っ
て
来
た
弁
円

（後

の
聖

一
国
師
）
が
こ
の
寺
を
借
り
て
開
堂

説
法
を
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
宋
の
国
の

経
山

・
仏
鑑
国
師
か
ら
贈
ら
れ
た

「勅
賜

万
年
崇
福
寺
」
書
を
掲
げ
お
寺
を
命
名
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
そ
の
翌
年
の
寛
元
元
年

（
一

二
四
三
）
時
の
天
皇
で
あ
る
八
十
八
代
後

嵯
峨
天
皇
よ
り
承
天
寺

（聖

一
国
師
建
立
）

と
共
に
官
寺
に
列
せ
ら
れ
、
「西
都
法
窟
」

の
勅
額
を
下
賜
さ
れ
た
お
寺
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
歴
代
有
名
な
名
僧
に
法
灯
を

つ
な
い
で
き
た
が
、
天
二
十
四
年

（
一
五

八
六
）
島
津
軍
の
北
上
に
よ
り
有
名
な
大

野
山
岩
屋
城
の
激
戦
で
大
宰
府
共
々
焼
失

し
荒
廃
し
た
。

そ
の
後
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
筑
前
国

守
と
し
て
移
封
さ
れ
た
黒
田
長
政
の
入
国
に

よ

っ
て
京
都
大
徳
寺
第
百
十

一
代
春
屋
宗
回

の
懇
請
に
よ
り
現
在
の
千
代
の
松
原
の
地
に

崇
福
寺
を
移
し
造
営
し
た
。
更
に
黒
田
長
政

は
寺
領
三
百
石
に
加
え
て
開
山
堂
領
を
も
寄

進
し
た
。
以
来
、
黒
田
家
歴
代
の
菩
提
寺
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
境
内
奥
に
黒

田
家

一
門
の
墓
所
が
あ
り
、
博
多
、
福
岡
を

支
え
た
多
く
の
歴
史
的
に
有
名
な
方
々
の
墓

所
で
も
あ
る
。

※
「大
宰
府
」
の
表
記
は
、
古
代

・
中
世
は

「
大
」
、

現
在
は

「太
」
を
使
用
。

燒
圃
八

級
か
江
藤
骰
洟

第50回 福岡市民の祭り

四
月
六
日
に
開
館
し
ま
し
た

「福
岡
城
む

か
し
探
訪
館
」
は
、
早
く
も
開
館
五
十
七
日

目

（六
月

一
日
）
に
し
て
来
館
者
が

一
万
人

を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
館
は
、
福
岡
城
を
身
近
に
楽
し
く
体
感

で
き
る
施
設
で
す
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
床
と
古

地
図

■
日
の
自
分
家
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
）
、
精
度
の
高
い
城
と
町
並
み
の
模
型
、

わ
か
り
や
す
い
城
の
案
内
映
像
、
福
岡
城
を

中
心
と
し
た
貴
重
な
書
籍
な
ど
、
福
岡
城
を

取
り
巻
く
情
報
を
集
約
し
た
展
示
に
な

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

に
よ
る
解
説
に
よ
り
、
エ
リ
ア
の
魅
力
を
伝

え
、
散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
に
情
報
の
提
供

も
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。　
一
度
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
ど
ん
た
く
は
「福
岡
城
む
か
し
探
訪

館
」
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
」ヽ
の
建
物
の
横
に
舞

台
を
設
置
し
開
催
し
ま
し
た
。

黒
田
家
第
十
六
代
当
主
長
高
様
ご
家
族
を

お
迎
え
し
、
上
の
橋
か
ら
城
内
に
入

っ
て
き
た

博
多
松
囃
子
三
福
神
流
れ
に

ク
祝
う
た
ぁ
″

の
儀
礼
を
受
け
、
稚
児
流
れ
同
様
、
一
東

一
本

を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
近
く
の
学
校
の
楽
器
演
奏
が
何
組

も
出
演
し
、
充
実
し
た
舞
台
に
多
く
の
観
客
の

方
々
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ミヽミ:h尽ヽ
●
膀

港まつり

辞気



四
年
ほ
ど
前
よ
り

「
お
城
め
ぐ
り
」
ガ

イ
ド
の

一
員
と
し
て
市
民
の
皆
様
を
ご
案

内
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
感
じ
た

こ
と
を
記
し
て
み
ま
す
。

福
岡
城

・
鴻
臆
館
は
国
内

で
も
有
数

の

歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
参
加
さ
れ
た

市
民
の
皆
様

の
大
部
分
の
方
が
歴
史
的
価

値
を
殆
ど
ご
存
知
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
し
て

一
般
市
民
の
皆
様
に
於

い
て

は
尚
さ
ら
と
危
惧
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分

の
周
り
を
見
回
し
て
み
て

も
、
こ
の
歴
史
的
文
化
遺
産
に
対
す
る
認

識
や
関
心

の
度
合

い
は
極
め
て
低
く
無
き

に
等
し
い
と
存
じ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
福
岡
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と

し
て
、
歴
史
的
文
化
遺
産

の
価
値
や
将
来

の
有
る
べ
き
姿
を
標
榜
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
き
そ
れ
を
指
し
示
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
官
民
挙
げ
て
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
認
識

い
た
し
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
大
変
厳
し

い
経
済
財
政
情
勢

下

一
〇
〇
億
円
単
位

の
規
模

の
事
業
が
簡

単
に
推
進
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
可
能
な
ら

し
め
る
推
進
力
は
何
と

い
っ
て
も

一
般
市

民
の
声
と
そ
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
不
可
欠

で
す
。

そ
の
為
に
は
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ

一

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ
と
が
急

務
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
市
当
局
に

働
き
か
け
比
較
的
費
用
の
掛
か
ら
な
い
「市

政
だ
よ
り
」
の
活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

年
間
二
十
三
回

・
毎
号
五
十
万
部
以
上
発

行
さ
れ
る
こ
の
媒
体
は
、
講
読
率
が
大
変

高
く
何
に
も
勝
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

毎
号

一
頁
位
を
割

い
て

「福
岡
城

・
鴻
臆

館
特
集
」
を

一
年

・
二
年

二
二
年
位

の
単

位
で
の
継
続
し
た
取
り
組
み
が
、
市
民
の

皆
様

の
認
識
や
関
心
を
高
め
プ
ラ
ン
実
現

の
大
き
な
推
進
力
に
な
る
の
で
は
と
存
じ

ま
す
。

そ
し
て
、
関
心
を
持

っ
た
市
民
の
皆
様

が
、
数
多
く
福
岡
城
に
来
訪
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば

「む
か
し
探
訪
館
」
を
足
が
か

り
に

「
お
城
め
ぐ
り
」
を
楽
し
み
更
に
認

識
を
高
め
声
を
挙
げ

て
頂
く
事
に
な
り
、

プ
ラ
ン
実
現
の
大
き
な
後
押
し
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

画
餅
に
帰
す

。
机
上
の
空
論
に
終
わ
ら

せ
な

い
為
に
も
、
我

々
ガ
イ
ド
が

「む
か

し
探
訪
館
」
に
常
駐
し
、
プ
ラ
ン
実
現

の

一
助
と
な
る
遣
り
甲
斐
の
あ
る
案
内
業
務

に
専
念
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

福
岡
城
内
ク
リ
■
ン
作
戦

綺
ぽ

電

一ず

昨
年
よ
り
動
き
出
し
た

「福
岡
城

・
鴻
臆
館
の

将
来
を
市
民
と
考
え
る
実
行
委
員
会
」
の
主
催
に

よ
り
福
岡
城
内
の
清
掃
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

年
四
回

（九
月

・
十
二
月

・
三
月

・
六
月
）
の

予
定

で
す
が
、
十
月
に

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
オ
ー
ル

デ
イ
ー
ズ

。
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
福
岡
大
会
」
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
福
岡
城

で
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
お
も
て
な
し
の
意

味
を
込
め
て
今
回
の
み
十
月
も
清
掃
を
お
こ
な
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

日
時
　
　
九
月
八
日

（土
曜
日
）

九
時
～

一
〇
時
　
（雨
天
時
中
止
）

日
時
　
　
十
月
二
十

一
日

（日
曜
日
）

九
時
～

一
〇
時
　
（雨
天
時
中
止
）

集
合
場
所
　
「福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
」
前

（鴻
腫
館
と
平
和
台
陸
上
競
技
場
の
間
）

各
自

ク
軍
手
″
を
お
持
ち
下
さ
い
。
清
掃
活
動

用
具
は
、
主
催
側
で
準
備
し
ま
す
。

お
子
様
か
ら
大
入
ま
で
自
由
に
参
加
で
す
。
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

:  騨すIT

志 権 小 香 小 小 小 井

岐 藤 林 月 澤 串 川 筒

セ し 秀 憲 洋 光 照
チ の
功 子 ぶ 樹 二 子 男 雄

内 冨 松 樋 千 田 下

'可
藤 田 尾 口 綿 吉 邊

淑 千 日 年 滋 慣 正
鶴 浪
子 子 美 明 朗 一 生

一
新
規
会
員
名
簿
Ｔ
成
２４
年
６
月
３０
日
現
在

■
経
響
暴
餌
夕
■
●
■
，
■
■
■
■
■

再
翁
県
籠
込

伊
　
藤

務

伊

藤

紀

子

多
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